
ISMについて
1 StoreManager概要 1-1 棚割システム活⽤範囲

1-2 棚割のサイクル
2 マスター概要 マスター概要
3 棚割管理概要 3-1 本部棚割と店舗棚割

3-2 棚割モデルＩＤについて
3-3 棚割開始⽇と時系列管理について
3-4 棚割の確定とその他の設定について
3-5 棚割作成・修正の⼿引き

4 棚割モデルの作成と呼び出し 4-1 棚割モデルの新規作成
4-2 既存モデルを開く

5 棚割編集画⾯
6 ゴンドラ作成 6-1 ゴンドラの編集（追加、複写、移動、削除、名称、連結）

6-2 棚板の編集  （挿⼊、移動、削除、フック、ピッチ）
7 品揃え 7-1 検索 （JANコード、属性、名称）
8 未登録商品の登録 8-1 仮商品の登録

9 陳列 9-1
基本操作（作業スペースからの挿⼊、コピー、移動、削
除、UNDO/REDO、積み上げ、⾯変更、⾯回転、圧縮、重
なり、仕切り板、POP、シェイプ、３D表⽰）

10 保存
11 帳票 11-1 カラー陳列図

11-2 陳列台帳
11-3 棚割表
11-4 複合帳票
11-5 ⼀括出⼒
11-6 取扱商品⼀覧

12 棚割モデルのチェック 12-1 分類別分析でゾーニングチェック
12-2 追加カット

13 複数棚割モデルの⼀括処理 13-1 棚割モデルの⼀括複写
13-2 棚割モデルの⼩規模⼀括改廃

14 棚割システムのデータ交換 14-1 外部との棚割・商品情報の交換⼿引き

15
インポート （商品情報を含む）
外部からの棚割データの⼊⼒

15-1 GX交換データの⼊⼒

16 エクスポート
外部棚割データの⼊⼒

16-1 GX交換データの出⼒

17 マスター管理 17-1 マスター管理から商品情報のCSV⼊⼒
17-2 マスター管理からチェーン商品情報のCSV⼊⼒
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